
総務企画課

報告事項③ 保健医療福祉調整本部の概要について

１ 趣旨・目的

地震や津波など大規模な災害が発生した場合、その被災者支援のためには行政の
力だけでは十分ではなく、医師、看護師、保健師等の専門職で構成される専門チー
ムが全国から駆けつけて各種支援活動を行っている。
例えば、平成２８年の熊本地震時には約１５団体の専門チームが参集したとの情

報もあるが、その際、行政がそれらのチームへの現地での各種情報提供や派遣調整
をうまく処理できないなど、チームへの支援活動が不十分であったなどの課題が残
った。
以降、国における、大規模災害発生時に参集するそれら専門チームの派遣調整等

の総合調整を行う組織の設置の求めに応じて、本県では平成２９年７月に「保健医
療調整本部」を設置することになった。
その後、さらに保健医療分野だけではなく、福祉分野の支援を行うチームとの連

携・調整の重要性も鑑み、国の求めに応じて、令和４年１１月には「保健医療福祉
調整本部」を設置することになったものである。
今後、保健医療福祉調整本部は、大規模災害が発生した場合、被災者への保健・

医療・福祉分野の支援を行う専門チーム（以下「保健医療福祉活動チーム」(※１）
という。）の派遣調整や活動に係る情報の連携、整理、分析等の総合調整を行うこ
とになる。
※１ 代表的な保健医療福祉活動チームは３６ページ参照

２ 設置・体制

(1) 県保健医療福祉調整本部の設置

宮崎県災害対策本部が設置される場合又は福祉保健部長が必要と認める場合
に宮崎県災害対策本部内に設置する。

【組織】
本部長：福祉保健部長
副本部長：福祉保健部次長
構成員：災害医療コーディネーター(※２)、関係機関リエゾン(※３)、本庁各課等

(2) 地域保健医療福祉調整本部の設置

現地災害対策本部が設置される場合又は本部長が必要と認める場合に被災保
健所に設置する。

【組織】
地域本部長：保健所長
地域副本部長：保健所総括次長
構成員：災害医療コーディネーター(※２)、関係機関リエゾン(※３)、本庁各課等

※２ 災害医療コーディネーターは３６ページ参照
※３ リエゾン：被災状況や必要な支援内容等の情報を把握し、情報提供を行うため

に派遣される職員。



３ 業務内容

(1) 保健医療福祉活動チームの派遣調整

各チームに対する指揮・連絡、保健所等への派遣の調整を行う。

(2) 保健医療福祉活動に係る情報連携

各チームの活動内容、収集した被害状況、被災地の保健医療福祉ニーズ等に
ついて、市町村や関係機関と情報共有を行う。

(3) 保健医療福祉活動に係る情報の整理・分析

各保健所が整理及び分析した情報の取りまとめを行い保健医療福祉活動の総
合調整を行う。

４ 保健所の役割

(1) 保健所機能の確認

・ 来所者及び職員の安全確保・安否確認を行う。
・ 所内被害状況の確認及び働く環境を整備する。

(2) 地域保健医療福祉調整本部の立ち上げ・運営

・ 地域保健医療福祉調整本部を立ち上げるとともに、関係機関へ連絡する。

(3) 県保健医療福祉調整本部への報告

・ 地域保健医療福祉調整本部を立ち上げたことを報告する。
・ 適宜、情報共有の連絡を行う。

(4) 市町村や関係機関からの情報収集

・ ＥＭＩＳなど災害時に情報を共有するシステムからの情報収集、電話等
での聞き取りを行う。

(5) 地域保健医療福祉調整本部会議（地域災害医療対策会議）の開催

・ 関係機関を集め、会議を開催する。
・ 県保健医療福祉調整本部への支援要請、支援受入れ調整を行う。

５ 関係機関・市町村の役割

＜関係機関＞

(1) 県保健医療福祉調整本部へのリエゾンの派遣及び会議への出席

・ 県保健医療福祉調整本部へリエゾンを派遣する。（可能な限りで対応）
・ 情報共有のため、県保健医療福祉調整本部会議へ出席する。



(2) 地域保健医療福祉調整本部への情報共有

・ 情報共有のため、地域災害医療対策会議へ出席する。

＜市町村＞

地域保健医療福祉調整本部への情報共有

・ 市町村で把握している避難所に避難している住民等の情報提供を行う。
・ 情報共有のため、地域災害医療対策会議へ出席する。

災害時に情報を共有する主なシステム一覧

○ＥＭＩＳ（広域災害・救急医療情報共有システム） 入力者：医療機関

災害時における医療機関の被災状況や活動状況等の情報を共有するシステム
＜確認可能な情報＞
建物・施設被害の有無、ライフラインの状況、患者収容の可否、医療機関機能等

○宮崎県防災情報共有システム 入力者：市町村

災害時に県内の被災状況、避難所開設状況、道路規制状況等の情報を共有する
システム
＜確認可能な情報＞
道路規制情報、気象情報、救助・救急活動状況、災害対策本部活動の状況、
避難所・被災者支援の状況（開設・避難者数等）等

○災害時情報共有システム 入力者：社会福祉施設

災害発生時における児童関係施設、障害児関係施設及び高齢者関係施設の被災
を把握するシステム
＜確認可能な情報＞
人的被害の状況、必要な人的・物的支援の状況 等

○保健所現状報告システム 入力者：保健所

災害発生時における保健所の被災状況等の情報を共有するシステム
＜確認可能な情報＞
施設の状況、ライフラインの状況、職員数 等












